
エコチューニング遠隔支援による『省エネ・省マネー』の実施
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1-1．建物概要

■用途 病院
■竣工 2013年
■延べ床面積 約30,000㎡
■階数 地上4階
■電気 6,600Ｖ

契約電⼒1,450kW
■ガス 都市ガス(13A)
■中央監視盤 パナソニック
■2014年度エネルギー使⽤量(料⾦)
電気：5,522,569kW (114,208,700円)

ガス：178,108㎥(23,893,835円)
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1-2．エコチューニング対象設備について

設備名 定格容量※1 台数

ビルマルチエアコン 698 kW 126 台

ガス吸収式冷温⽔発⽣機※2 185 ㎥/h 2 台

冷却⽔ポンプ 110 kW 2 台

冷温⽔ポンプ 52 kW 4 台

外気処理空調機 126 kW 34 台

給排気ファン 30 kW 2 台

電極式蒸気加湿機 626 kW 35 台

ヒートポンプ給湯機 66 kW 6 台

※1.全台数の合計値です。
※2.冷房運転時の値です。
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2-1．実施したエコチューニング対策項目

対策①

吸収式冷温⽔発⽣機の冷温⽔温度の設定変更

対策②

冷却⽔ポンプのインバーター設定を変更

対策③

給排気ファンのインバーター設定を変更

対策④

外調機の給気温度の設定変更

対策⑤

中央監視装置ソフトウェア更新による間⽋運転の実施
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2-2．対策⑤中央監視装置ソフトウェア更新の内容

■計画：課題のクリアと予算の確保

・空気環境測定の結果から、ＣＯ２濃度が低く外調機運転時間を削減可能と判断

・課題として中央監視装置の機能では外調機のオン・オフ設定が1日当たり4回なので、
機空気環境悪化対応策が必要

・中央監視装置保守会社へ相談したところ、約50万円の費用で間欠運転ソフトの導入
がが可能だと確認

■実施：外調機の間欠運転開始
運転時間が実施前より25％削減！

運
転
イ
メ
ー
ジ

→病院側へ提案し実⾏決定



■評価１：空気環境について

・外調機間欠運転時間実施後に1週間に1度の簡易空気環境測定を実施

ＣＯ２が1000ppm以内を確認



3．対策による削減結果

■評価2：エコチューニングによる『省エネ・省マネー』の実施結果

エコチューニング実施期間7⽉〜1⽉の⽔道光熱費を前年度と⽐較してみる。

種別 H26年度 H27年度 前年度⽐(額) 前年度⽐(率)

電気 67,860,981 円 54,971,834 円 12,889,147 円 81.0 %

ガス 12,036,325 円 6,888,517 円 5,147,808 円 57.2 %

水道 8,824,892 円 7,404,737 円 1,420,155 円 83.9 %

合計 88,722,198 円 69,265,088 円 19,457,110 円 78.1 %

・外調機、加湿器、吸収式冷温⽔発⽣機(付帯設備含む)の運転時間が削減
・エコチューニングを機に病院方の省エネ意識も高まった



■改善：継続的な取り組み

・外調機の運転時間の更なる削減

・ビルマルチエアコンのピークカット制御

参考：ピークカット制御テスト時の分析ツール画面より 約２０％削減の結果



4-1．その他

■啓発活動

右図のように具体的な数値

(⾦額)で定期的に報告する

ことで効果が実感できるよ

うに病院側へ発信をした。

(紹介例)

・光熱費月次データ

・省エネ事例の広報



4-2．その他

■成功の秘訣

秘訣その１：遠隔支援ツールで、現場、本社、パナソニック間で密な連携をとった。

秘訣その２：啓発活動により、省エネ意識を⾼めるようにした。

秘訣その３：病院職員の⽅も⾮常に協⼒していただけた。

■よかったこと

・現場内が活性化した。

・結果が出て、病院側からも評価された。

・取り組みをきっかけに、病院側とコミュ
けニケーションが深まり、⽇常業務にも良
いい影響があった。
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